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研究成果の概要（和文）：ソーシャルサポートのうち、道具的サポートがホームレスの精神的健

康度を増進しており、生活に密着した具体的な支援およびそれが得られるネットワーク構築の

重要性が示された。一方、生活保護受給により居宅生活に移行した人にとっては、行政職員と

の関係性や余暇活動の促進が生活満足度にとって重要であることとが示された。 
研究成果の概要（英文）：Out of social supports instrumental support enhanced the mental health of 
homeless people, which suggests the significance of a support closely related with their life and a 
construction of the support network. While, for the welfare recipients who was former the homeless, an 
empathetic attitude of social case worker and a promotion of leisure activities is important in promoting 
their well-being. 
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１．研究開始当初の背景 
ホームレスとは、「都市公園、河川、道路、

駅舎その他の施設を故なく起居の場所とし、
日常生活を営んでいる者」と定義される。
1990 年代後半、いわゆるバブル崩壊以降、
それまで一般の方の目に触れることのなか
ったホームレスが、公園や図書館等の公共の
施設でも目にされるようになり、社会問題の
一つとして認識されるようになった。 

ホームレスの問題に対する施策としては、
就職斡旋など自立支援を目的とした「就労自
立アプローチ」、生活保護の適用による「福
祉的アプローチ」、退去指導など社会適応を
目的とした「退去アプローチ」の 3 つがある
が、最も重視されてきたのは、当事者の就労
自立を目指すアプローチである。しかし、就

労支援を受けた者のうち、最終的に就労にま
で至るのは 25%程度という報告や、いったん
就労しても再び野宿化してしまう問題が指
摘されており、従来までの支援施策の効果へ
の疑問が呈されている。 
上記の問題の背景にある要因としては、当

事者の精神疾患をはじめとする心理的問題
や、コミュニティからの孤立といった社会的
ネットワーク上の問題が、近年指摘されるよ
うになった。前者に関しては、近年、ホーム
レスの精神疾患の割合が調査されるように
なり、後者に関しては、他者とのつながりを
意識した支援も行われるようになってきた。
しかし、わが国での研究知見は少なく、とり
わけ心理学的なアプローチを用いた研究は
皆無といえる。 
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